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２０１3年度基本要求提出交渉

行政補助員の雇用確保、過重労働を撲滅するための人員増を求める
県民や職員の声を無視した緊急財政対策・トップダウンによる本庁組織再編に抗議！
自治労県職労は10月22日、労務統括官に対して、2013年度基本要求交渉を行いました。
参加者からの発言内容（要旨）

１賃金・諸手当について

○50歳台後半層の昇給・昇格抑制、現給保障の廃止は容認できない。

○持ち家に係る住居手当を廃止することは、納得できない。

○採用後1～2年で辞めてしまう職員や採用試験に合格しても辞退する人がいる。労働条件の問題だけではないのかもしれないが、住居手当も含めて、初任給の改善が必要であると思う。

○交通用具使用に係る通勤手当は実態にあった額を支給すべき。ガソリン代が高止まりしており、現在の基準の126円／ℓが、140円／ℓ以上になっていて、各自の持ち出しになっている。

○障害のある職員は、エスカレーターやエレベーターのある所を通って通勤している。県がいう「合理的な経路」で通えるわけではない。実態に即した通勤経路で認定すべきである。
２人員について
○児童養護施設、生活保護、自殺対策に係る職員が

疲弊している。また、施設内も殺伐としている。児童相談所や保健福祉事務所の福祉職は、ケースの増大に較べて職員が少なく、複数のメンタル不全も出ている。職員の増員を求める。

○職業訓練指導員について、西部総合職業技術校開校までに、最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、2013年度はさらに、採用を拡大してほしい。

○恒常的に超過勤務が行われている職場については、その要因を分析し、適正な人員を配置してほしい。

○必要な時間外・休日手当を確保し、不払い残業を撲滅してほしい。

○職員のスキルが落ちている。組織を適正に回すための必要な人員が配置されていないからではないか。例えば自分の仕事に係る条例等を勉強する時間がなくなっているのではないか。
３人事制度について

○キャリア開発支援における研修について、受講を希望している職員全員が当該研修を受けられるよう今年度内に必要な措置を行ってほしい。
４職場環境の整備について
○走行距離が10万キロ以上になっている公用車を運転する職員がいる。運転する本人が一番わかることだが、長距離運転や雨の日は危険を感じると言う。

そういった公用車は早急に更新するべきである。労働組合との協議と合意に基づき、公用車の更新基準の見直しを求める。人の命に係る問題であり、早急に対応する必要がある。

○恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させてほしい。時間外だからといって、労働安全衛生法を遵守しなくてもよいわけではない。

○「節電対策」を実施する場合は、健常者の視点ではなく、障害のある職員・県民の利用を前提に、照明やエレベーター、自動ドア等の設定を検討すべきだ。
○職場内が狭く、窓から遠い席についている若手職員はきびしい。物理的なストレスになっている。職場環境の見直しを求める。
５臨任・非常勤等について

○職場では、行政補助員が重要な戦力になっている。誰でもよいというわけではない。行政補助員の処遇、割り振りを考えるべきである。

○非常勤職員の療養休暇が制度化されたが、無給休暇であることを理由に、取得すると加給が削減される。権利を行使すると不利益を被るのは納得できない。現状を改善してほしい。

○均等待遇の原則から、臨任・非常勤等の賃金や休暇制度の改善を求める。

６ノーマライゼーションの推進について

○障害のある職員にとっては、加齢に伴う課題がたくさんある。障害の重度化、二次障害に対応した職、人事異動、通勤等、人事制度の確立を求める。

○年金が出るまで働き続けられるよう環境の整備が必要である。

○庁舎の入口に車椅子用スロープや手すりの設置を求める。

○災害時に安全に避難できるよう、すべての庁舎において階段の両側に手すりを設置するとともに、障害のある人が不安を感じないような避難方法を考えておく必要がある。避難時に無理をして転んだら大変である。
７緊急財政対策について
○産業技術短大人材育成支援センターは、技術校の委託訓練を実施している。「廃止を含めた検討」とされているが、雇用対策との関連で、どのように考えているのか。
○産業技術センターは、県が直営で実施することが最適であるという一定の整理ができていたはずである。「緊急財政対策」の中で、独立行政法人化に向けての検討とあるが、職員の身分の問題もあり、断固反対する。

○神奈川科学技術アカデミー（ＫＡＳＴ）の補助金についてだが、知事が言われる「経済のエンジンを回す」重要なファクターであると考える。本来は強化すべきであり、それを切り捨てることは大きな問題だ。抜本的な見直しを求める。

○県有施設や補助金の見直しは、今後３～４か月で関係者との調整がつくとは考えられない。やり方次第では、職員のモチベーションは下がっていくだろう。担当者が板挟みになっている状態。県民や現場の声を聴きながら進めないと、職員が萎縮してしまう。

８行政システム改革について
○本庁組織の再編案では、商工労働局が経済局になるとされているが、経済分野でも光と影はあり、雇用対策は重要だ。「名は体を表わす」ので、「労働」の二文字をなくすわけにはいかない。

○トップダウンによる一方的な組織再編ではなく、中長期的な視点のもとで、職員の意見を反映した内容に見直すよう求める。
９メンタルヘルス対策について

○産業医との懇談会は年度当初に開催されたが、メンタルヘルス対策についての現状把握ができていない。どういう対策を進めていくのか答えがまったく示されていない。早期発見、早期ケアが重要なので、産業医の積極的な関与の方策を組合との協議の中で、見出していきたい。

○メンタルヘルス対策は、予防を重点におくことがベストである。最近の組織再編は場当たり的で、職員を削減するだけ削減しており、モチベーションを維持できない。

○メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場に対して、人的配置を行うなどの支援を行ってほしい。
10災害時の備えについて

○事前配備による呼出も含めて、災害対応に係る経費を100％確保してほしい。

○廃止予定の公舎を活用し、災害時対応施設を整備してほしい。

２０１２確定闘争日程

県労連支部代交渉報告集会

○日時：10月30日（火）17時30分～

○会場：本庁舎前（北側）

自治労県職労決起集会

○日時：10月30日（火）18時30分～
○会場：波止場会館大会議室

県労連総決起集会
○日時：11月8日（木）18時30分～

○会場：関内ホール

10月24日

県労連確定闘争　幹事団交渉

県人事委員会勧告を受け、県労連は10月18日、「15項目93課題」にわたる賃金確定等要求書を副知事に提出し、10月22日には、この要求書に対する回答交渉が行われました。

これまでの交渉において副知事は、県の財政状況の厳しさを強調、要求事項に対する具体的な回答は、本日の幹事団交渉からスタートします。

自治労県職労は、11月14日の最終交渉まで、５単組の統一と団結のもと、確定闘争勝利に向けてねばり強く交渉を展開します。
◇交渉の重点課題

・給与減額

・50歳台後半層における昇給・昇格制度
・現給保障の廃止

・持ち家に係る住居手当

・退職手当

・福利厚生の問題

県労連要求実現署名

にご協力を！
止めるぞ！

オスプレイの沖縄配備許すな！

低空飛行訓練11.4全国集会
日時：11月4日（日）14時から

会場：東京都港区「芝公園２３号地」

集会にご参加を！


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































